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鉄板の素材感を感じる黒皮仕上げのエントランス階段と、大きな軒下を支え
る「樹状柱」。滑らかな木の曲線を再現するために、鋳物とパイプを溶接し、耐
火塗料をコテで仕上げている。難易度の高い日本の技術が凝縮されている。

「デザインスタジオ」で作成した設計案を発表する「講評室」。壁のないオープンスペースで、通りがかった人が誰でも聴衆になれる。

柱を外側に傾斜させ、上階ほど
床面積が大きい構成とし、さらに
曲面壁が覆う。

「デザインスタジオ」は、1・2年生用の製図室と3年生用製図室の間にも壁を設けていない。先輩がスケッチや模型を用いて自らのデザインを教員に説明する
「エスキス」の様子を間近に見ることで、下級生が刺激を受ける仕掛けづくり。

静岡理工科大学
建築学科棟 えんつりー

新世紀のキャンパス
Campus of New Century
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取り入れた提案ができるような技術者
の育成をそれぞれ目指している。

こうした人材を育てる建築学科棟
では、「コミッショニング（性能検証）」
というファシリティ・マネジメント手
法を採用した。これは、企画段階に
基本方針となるOPR（企画・設計要件
書）を第三者であるコミッショニング
チーム（建築学科の教員で構成）が定
め、設計プロポーザル段階で設計者
に提示し、施工段階までOPRに定め
た目標に叶った設計・施工が実現され
ているか検証する手法のことだ。設
計は、古谷誠章＋STUDIO NASCA
が手がけた。

地上4階建ての館内には、1Fに製図
を行う「デザインスタジオ」「講評室」、
2Fに「講義室」「アクティブラーニング
室」、3Fに「教員室」「ゼミ室」、4Fに「意
匠・計画系ラボ」「構造・生産系ラボ」等
を配置した。

コンセプトは、大きな木の下で知識
を伝えるという教育の原風景を建築に
体現した「大きな軒下空間」。意匠とし
ても特徴的な「樹状柱」を用い、ダイナ

ミックなラーニングスペースを実現し
た。壁のない「デザインスタジオ」や「講
評室」、研究室を他分野と同室にする

「ミックスラボ」には、自分の専門以外
にも関心を拡げることで、学修効果を
高める狙いがある。「将来、プロジェク
トに携わったときに、他分野との協働
は不可欠。日常的に壁を設けない学生
生活を送ることが他者の作業を理解す
るのに良い効果を与える」と語るのは、
理工学部建築学科の脇坂圭一教授だ。

また、校舎そのものが活きた教材
となるよう、通常隠れている梁や配管
設備をあえて見える仕様とした。設
備も地域の気候特性に合わせ、採光
効率や自然換気で照明・空調エネルギ
ーを抑えるnZEBを目指した。材料
には地元の「天竜杉」を用いることで
地域活性化をも図っている。さらに、
情報デザイン学科の松田講師と協働
で作成したオリジナルのピクトサイ
ンや、建築家のアフォリズムを随所に
散りばめる等全てを教材とし、学びに
つなげている。

（文／能地泰代）

静岡理工科大学は、静岡県で初の
建築学科を2017年4月に新設。その
校舎となる建築学科棟「えんつりー」
を2月に竣工した。「えんつりー」とは、
建物の意匠的な特徴である「樹木」と、
学生が入学し、社会にはばたく言葉

「entry」を組み合わせたものだ。
それまで県内には建築学科がなく、

他県へ進学する状況が続いていた。
産業界からも建築学科を欲する声が
高まるなか、建築学が専門の野口博
学長就任という好機を得て、設置が
実現した。

建築学科が育てたい人材像は、静岡
ならではの地域課題に対応できる建
築技術者だ。建築学科の学生は入学
後、①計画・意匠、②構造・材料、③環
境・設備の3分野に分かれて学ぶ。①
計画・意匠では、縮退社会において地
域が持続可能なモデルを計画できる
建築計画者・建築家、②構造・材料で
は、南海トラフ地震に備え、的確な構
造形式を提示しうる技術者、③環境・
設備では、長い日照時間や、「遠州のか
らっ風」と呼ばれる強い風を積極的に
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傾斜した外壁をらせん状に取り巻くバルコニーの手すりは、
フラットバーを一筆書きで巻いた意匠。

研究室も他の分野と一室空間の「ミックスラボ」とし、分野融合の新しい研究が生まれることを期待した。

建築学科の学生だけでなく、全
学に開かれたアクティブラー
ニング室。グループの大きさに
応じて自由に家具をレイアウト
できる。議論、読み書き、講義
と室によって照度と色温度を
調整した。

4畳半の畳空間は、日本の住宅に用いる尺モジュールの900グリットを体感できる教材も兼ねる。
学生は予想以上に居心地の良さを感じている様子。

オープンカウンターの給湯室や、デザイナーズチェアに座れるスペースなど、交流空間を建物内に
多く配置した。勉強だけではなく、ゼミの打ち上げや一人になれる多様な選択肢のある居場所を
作ることで、オンとオフの過ごし方にも配慮した。

http://souken.shingakunet.com/college_m/
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